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知事
政策
知事
政策

「東京依存ではない
  千葉経済圏の確立」について
「東京依存ではない
  千葉経済圏の確立」について

たけだ正光まさ みつ

県議会リポート

「
千
葉
新
産
業
三
角
構

想
」の
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、東
葛
飾
地
区
は
対

象
外
で
し
た
。

　
「
千
葉
経
済
圏
の
確
立
」を

具
体
的
に
検
討
す
る
際
、是

非
、東
葛
飾
地
区
を
含
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

先
見
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

今
後
の
施
策
や
進
め
方
は
、学

識
経
験
者
や
経
済
界
な
ど
か
ら

幅
広
く
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、検
討
を
深
め
た
い
。

　
流
山
市
選
出
で
４
期
目
の
武
田
正
光（
た
け
だ
ま
さ
み
つ
）県
議
は
、活
発
な

議
会
活
動
を
展
開
し
、９
月
定
例
議
会
で
も一般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。知
事

の
唱
え
る
県
内
経
済
活
性
化
策
や「（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
」、「
東
葛
の
森
特
別

支
援
学
校
」、児
童
虐
待
防
止
対
策
、多
胎
妊
産
婦
支
援
そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
会
普
及
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。特
集
し
ま
す
。

〈1〉 令和3年11月26日（金）

自分と大切な人の命を守りましょう！ 「3密」（密集、密接、密閉）を避けて、うがい、手洗いを忘れずに！

“ふるさとちば”のための政策推進を
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たけだ正光まさ みつ

県議会リポート

「東京依存ではない
  千葉経済圏の確立」について

策
定
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　

高
橋
商
工
労
働
部
長　
生

活
様
式
の
変
化
や
技
術
革
新
と

いっ
た
新
し
く
大
き
な
動
き
を

　
武
田
議
員　
（
仮
称
）三
郷

流
山
橋
を
含
む
県
道 

越
谷
流

山
線
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　

池
口
県
土
整
備
部
長　
（
仮

称
）三
郷
流
山
橋
を
含
む
バ
イ

パ
ス
の
整
備
を
、埼
玉
県
及
び

埼
玉
県
道
路
公
社
と
共
同
で

進
め
ま
す
。

　

橋
梁
下
部
工
は
、全
25
基
中

18
基
が
完
成
し
、現
在
、残
る
７

基
の
工
事
を
進
行
中
。上
部
工

も
順
次
工
事
を
進
め
ま
す
。

　

埼
玉
県
と
連
携
し
、令
和
４

年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

三
郷
流
山
橋
に
つ
い
て

の
質
問
は
今
回
で
初

当
選
後
23
回
目
。令
和
４
年
度

の
確
実
な
完
成
に
向
け
て
、引

ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

　

熊
谷
知
事　
こ
の
構
想
は
、

し
っ
か
り
腰
を
据
え
て
臨
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
す
。

　

感
染
症
に
よ
る
生
活
様
式
の

変
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、脱

炭
素
社
会
の
実
現
へ
の
取
組
な

ど
、大
き
な
変
革
を
県
経
済
の

活
力
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

首
都
圏
の一翼
を
担
う
本
県

に
は
、京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

を
は
じ
め
、千
葉・東
葛
地
域
や 

か
ず
さ
地
域
等
の
大
学・研
究

機
関
や
技
術
力
の
あ
る
製
造
業

な
ど
、多
様
な
経
済
資
源
が
集

積
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、成
田
空
港
の
機
能

拡
充
や
幹
線
道
路
網
の
充
実・

強
化
に
よ
り
、広
域
拠
点
性
が

高
ま
って
お
り
、こ
う
し
た
優
位

性
を
活
か
し
、自
立
性
の
高
い

経
済
圏
の
確
立
を
、官
民
の
英

知
を
結
集
し
具
現
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
武
田
議
員　
沼
田
元
知
事

時
代
の「
千
葉
新
産
業
三
角
構

想
」と
同
様
、県
の
経
済
産
業
の

新
し
い
方
向
性
を
示
す
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
角
構
想
は
、学
者
や
経
済

体
性
が
欠
け
、実
現
に
向
け
て
、

再
考
す
べ
き
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
計
画
骨
子
案
の

６
つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、

県
外
か
ら
の
富
の
誘
導
で
あ
れ

ば
、東
葛
飾
地
区
を
重
点
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
テ
ー
マ
を
、今
後
、ど
の
よ

う
に
進
め
る
お
つ
も
り
な
の
か
、

知
事
の
意
気
込
み
を
伺
い
ま
す
。

　

東
京
依
存
で
は
な
い
千
葉
経

済
圏
の
確
立
に
つい
て
、知
事
は

　

武
田
議
員　
熊
谷
新

知
事
の
選
挙
時
の
県
政
ビ

ジ
ョ
ン
そ
し
て
知
事
就
任

後
の
予
算
説
明
資
料
や
総

合
計
画
骨
子
案
に
た
び
た

び
出
て
く
る「
東
京
依
存

で
は
な
い
千
葉
経
済
圏
の

確
立
」で
す
が
、知
恵
を

絞
っ
て
力
強
く
推
進
す
べ

き
テ
ー
マ
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、現
時
点

で
は
構
想
は
独
創
性
・
具

知事に質問する武田議員

（仮称）三郷流山橋工事現場にて

官
民
の
英
知
を
結
集

官
民
の
英
知
を
結
集

幅
広
く
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討

幅
広
く
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討

（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
に
つ
い
て

（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
に
つ
い
て

人
等
で
構
成
す
る
懇
談
会
で
、

２
年
程
度
の
期
間
を
か
け
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
伺
い

ま
す
。

　

今
回
も
、学
者
や
経
済
人
な

ど
で
構
成
す
る
協
議
会
や
懇
談

会
を
設
置
し
、構
想
や
計
画
の

大
き
な
変
革
を
県
経
済
の
活
力
に

大
き
な
変
革
を
県
経
済
の
活
力
に

要望

要望

ドローン映像を
たけだ正光チャンネルに
アップしております。

ドローン映像

き
続
き
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、流
山
市
か
ら
橋
を

渡
っ
た
先
の
埼
玉
県
側
の
道
路

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
も
埼
玉

県
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、併
せ
て
要
望
い
た
し

ま
す
。



政務調査会にて積極的に発言
　

武
田
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
策
と

し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
急
速

に
普
及
し
て
い
る
。移
動
の
時

間
や
費
用
が
な
く
、研
修
会
等

に
参
加
し
易
く
な
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。積
極
的
に
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

　

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
や
利
便
性
確
保
の
た
め
、

県
民
向
け
の
研
修
会
や
講
座
な

ど
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
　

石
川
総
務
部
長　
令
和
２

年
度
、オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
等

を
約
１
６
０
件
開
催
し
て
い
る
。

　

感
染
防
止
と
参
加
人
数
拡

大
の
両
面
で
大
き
な
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
、Ｗｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ

ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
８
か
ら
50
に

拡
充
し
た
。周
知
と
活
用
に
努

力
す
る
。

る
の
か
。

　

加
瀬
健
康
福
祉
部
長　
多

胎
の
妊
娠・出
産
は
、心
身
の
負

担
が
大
、多
胎
妊
産
婦
へ
の
支

援
は
重
要
。

　

全
市
町
村
で
保
健
師
に
よ
る

指
導
相
談
を
実
施
。交
流
会
、

サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
、健
康
診
査

助
成
等
、計
６
市
が
実
施
中
。

　
こ
れ
に
携
わ
る
専
門
職
の
役

割
な
ど
研
修
会
を
開
催
。

　

今
後
も
、よ
り
多
く
の
市
町

村
に
お
い
て
適
切
な
支
援
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

き
く
、出
産
で
き
る
病
院
の
限

定
等
、多
く
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、

育
児
不
安
も
加
わ
り
、身
体
的・

精
神
的
な
負
担
が
大
き
い
。

　

流
山
で
は
、多
胎
家
庭
向
け

の
育
児
サ
ー
ク
ル
が
、同
じ
悩
み

を
も
つ
方
々
の
交
流
会
を
開
催
。

　

国
も
、同
市
町
村
事
業
に
対

す
る
助
成
事
業
を
開
始
。そ
こ

で
伺
い
ま
す
。

　

県
内
市
町
村
に
お
け
る
多

胎
妊
産
婦
等
に
対
す
る
支
援
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、

県
は
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
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ど
う
か
。

　

熊
谷
知
事　
職
員
の
確
保
の

た
め
、採
用
要
件
の
拡
大
等
で

対
応
。

　

結
果
、こ
の
２
年
間
で
１
５
２

名
増
員
（
平
成
31
年
４
月

４
２
５
名
↓
令
和
３
年
４
月

５
７
７
名
）

　

武
田
議
員　
児
童
虐
待
は

増
加
の一
途
を
辿
っ
て
お
り
、県

で
は
、松
戸
市
と
印
西
市
に
児

童
相
談
所
を
２
か
所
増
設
す

る
と
公
表
。船
橋
市
と
柏
市
で

も
、新
規
開
設
を
表
明
。

　
「
自
民
党
児
童
虐
待
防
止
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
発

足（
現
在
武
田

が
座
長
）、県

外
自
治
体
へ
の

訪
問
、県
内
の

状
況
把
握
、さ

ら
に
、里
親
会

と
の
意
見
交

換
な
ど
を
実

施
。平
成
28
年

に「
千
葉
県
子

ど
も
を
虐
待

か
ら
守
る
条

例
」を
成
立
さ

せ
た
。体
制
強

化
の
た
め
に

は
、ソ
フ
ト
面
の
充
実
、中
で
も

人
材
の
確
保
と
定
着
が
重
要
。

　

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。児
童
相

談
所
の
職
員
の
確
保・定
着
に
つ

い
て
、取
組
を
強
化
し
、更
な
る

推
進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が

　

冨
塚
教
育
長　
流
山
高
等

学
園
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
内

に
建
設
中
の
校
舎
は
、10
月
に

竣
工
予
定
で
あ
り
、令
和
４
年

４
月
１
日
の
開
校
に
向
け
て
、

現
在
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

柏
特
別
支
援
学
校
高
等
部

で
の
教
育
活
動
を
継
承
し
、将

来
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向

け
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の

育
成
や
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

表
現
で
き
る
よ
う
な
、教
育
課

児
童
生
徒
数
が
増
加
し
、教
室

数
の
不
足
と
職
員
室
の
過
密
化

が
顕
著
で
、私
は
そ
の
改
善
に
つ

い
て
平
成
28
年
６
月
定
例
県
議

会
の一般
質
問
で
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
２
点
お
伺
い
し
ま
す
。

　
１
点
目
と
し
て
、千
葉
県
立
東

葛
の
森
特
別
支
援
学
校
の
開
校

に
向
け
た
準
備
状
況
は
ど
う
か
。

程
の
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

武
田
議
員　
２
点
目
と
し

て
、柏
特
別
支
援
学
校
の
教
育

環
境
は
、高
等
部
分
離
に
よ
り

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　

冨
塚
教
育
長　
現
在
、柏
特

別
支
援
学
校
で
は
、小・中・高
等

部
合
わ
せ
て
２
４
０
名
が
在
籍

し
て
い
る
。来
年
度
か
ら
、約
70

名
の
高
等
部
が
、東
葛
の
森
特
別

支
援
学
校
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、同
校
の
学
校

施
設
を
小・中
学
部
の
児
童
生

徒
だ
け
で
使
え
、例
え
ば
、音
楽

の
授
業
を
、す
べ
て
音
楽
室
で

実
施
す
る
こ
と
で
、合
唱
や
合

奏
な
ど
の
学
習
に
幅
を
持
た
せ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、全
校
行
事
も
ゆ
と
り

を
も
っ
た
実
施
が
可
能
と
な

り
、様
々
な
場
面
で
改
善
が
図

ら
れ
る
。こ

の
東
葛
の
森
特
別

支
援
学
校
を
、障
害
の

あ
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
学
び

や
す
く
、地
域
の
方
々
に
も
親

し
ま
れ
る
学
校
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

武
田
議
員　
流
山
市
に
は

県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高

等
学
園
が
平
成
９
年
度
に
開
校

し
、以
降
、多
く
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
き
ま
し
た
が
、令
和
４

年
度
、同
校
の
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス

敷
地
内
に
、県
立
東
葛
の
森
特

別
支
援
学
校
が
新
設
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、過
密
状
況
で
あ
る

柏
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

を
分
離
し
て
設
置
す
る
も
の
で
、

校
舎
を
新
設
す
る
県
立
特
別

支
援
学
校
の
開
校
は
、実
に
25

年
ぶ
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

柏
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

は
、近
年
の
人
口
急
増
か
ら

生
徒
数
の
増
加
に
よ
る
過
密
状
況
へ
の
対
応

生
徒
数
の
増
加
に
よ
る
過
密
状
況
へ
の
対
応

コロナ対策をした壇上に立つ武田議員

開
校
に
向
け
た
準
備
状
況

開
校
に
向
け
た
準
備
状
況

教
育
環
境
の
改
善
内
容

教
育
環
境
の
改
善
内
容

児
童
虐
待
防
止
対
策

に
つ
い
て

児
童
虐
待
防
止
対
策

に
つ
い
て

多
胎
妊
産
婦
等
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

多
胎
妊
産
婦
等
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

研
修
会
の
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

研
修
会
の
実
施

　

武
田
議
員　
多
胎
妊
娠
は
、

妊
娠
期
の
母
体
へ
の
負
担
が
大

たけだ正光県議会リポート

東葛の森特別支援学校について東葛の森特別支援学校について

　

人
材
定
着
の
た
め
、育
成
強

化
、休
暇
の
取
得
促
進
、ス
ト
レ

ス
チェッ
ク
制
度
を
活
用
。

　

人
材
育
成
や
労
働
環
境
を

整
備
し
、職
員
の
確
保・定
着
を

促
進
。

●流山市や県政のご相談、ご要望をお聞かせください

たけだ 正光県　議
事務所

〒270-0163
流山市南流山4-1-8-1105
TEL.04-7159-0518
FAX.050-3588-8698

ホームページ たけだ正光 検索

https://www.takeda-hashiru.com

要望


